下りて いった。 

博士 はずん ずん 食堂 へ 入って いった。 

「おい、 飯 を 喰わして くれん か」 

ついたて からだ き ゆ うじ 

食堂の 衝立の 蔭から、 瞳の 青い、 体 の 大きい 給仕が 

とびだして きたが、 博士 を 見る と、 直立不動の 姿勢 を 

とって、 

おうすい けん 

「あ、 王水 険 先生のお 客 さまでい らっしゃい ましたね。 

では、 只今 仕度 をいた します から、 しばらく お待ち を 

…：- J 

ちつ J つ こ 

といって、 周章て て 衝立の かげに 引 込んだ。 

金 博士 は、 ぶう と 鼻 を 鳴らして、 窓ぎ わに 出た。 広 



し-？ J- おお 

い 庭園 は、 今 は 黄い ろくなった 芝生で 蔽 われ、 ところ 

あずまや 

どころ に 亭 みた いなもの が あるかと 思う と、 それに 

、 o 

並んで タンクの ような ものが あったり、 なに か 曰くの 

ありそうな 庭園で あ つ た。 

「どうも 半端な 庭園 じ やな。 それにしても、 王 老師 は、 

どうして いられる のか。 おいおい ボ— ィ君、 王 老師 は 

まだ この 大使館へ 出勤せられ ない のか」 

金 博士が、 がな リ つける ようにい うと、 ひよ つくり 

きゅうじ がしら 

衝立から とびだし てきた 給仕 頭が、 

「は。 王 老師 は、 当 館に お 泊り 中で ございま すが、 ま 

だお 目 ざめ になり ません ので …… 」 



「なんじ や、 醬買 石？」 

博士の 眼が ぎょろぎょろと 動いた。 

「はは あ、 読めた ぞ。 おい、 王 先生のと ころへ 案内 頼 

むぞ」 

「は。 では こっちへ どうぞ」 

金 博士 は、 給仕 頭の 案内で、 王 老師の 部屋 を 訪れた _ 

博士 は その 部屋に 入った が、 すぐ 出て 来た。 そして 

元の 食堂に 戻って 来た。 

このと き 卓子の 上に は、 白い クロスが 伸べ られ、 そ 

の 上に は 金色の フォ— クゃ ナイフが 並び、 卓子の 用意 

が 出来て いた。 



「おい、 あんち やん。 わしが 王 先生と 醬買 石の 寝室 を 

のぞ 

視 きにいつ たこと は、 内緒に してお いて くれ。 これ は 

こころざし 

わしの 志 ぢゃ」 

そういって 博士 は、 ポケットから 取り出した 一 つか 

あき て 

みの 金貨 を 呆れ顔の、 給仕 頭の 掌に のせて やった。 
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のろ しょうかいせき 

人を咒 うこと について 趣味の ある 醬買 石と、 彼に 



かつ おうろう し 

うまく 担がれて いると は 知らぬ 王 老師と は、 医師の 

てあて か い 

手当の 甲斐あって 間もなく 前後して、 目を覚ました。 

「人払い だ」 

醬は、 目が 覚める や、 大声 を 発した。 

いそうろう 

居候な りと はいえ、 今 を 時め く ABCDS 株式 国 

おどろ 

家の C 支店長の 号令で ある。 それに 愕 いて 医師 は 診 

察 鞠 を そこに 忘れて 立ち上る と、 部屋 附のボ —ィ は、 

くさめ 

出か か つた 嚏 を 途中で 停めて 部屋 を 出た。 

「ああ、 王 老師。 どこへ 行かれる」 

「人払い じ や」 

「ああ、 王 老師 はこ こに 居て 頂かねば なりません。 



そうでな いと、 話が 出来ません」 

「すると わし は 人の 部類に 入らない 訳 じ やな。 やれ や 

れ 情けない」 

老師 は、 無理やり にお 臀に剌 された 睡眠 解 下剤の 注 

射の あとがま だ 痛む ので、 すこし 不機嫌であった。 

「なに 用 じ や、 醬 どの」 

老師 は、 腰が だるくて 仕方がな いが、 立った ままで 

もの をい う。 

「何よりも まず、 余が 銜存 いたす こと は、 老師の 手腕 

と、 この 某国 大使館に おける 始末 機関の % 力 とです ぞ。 

昨夜 は 失敗し ましたが、 今日は 十分に 駆使して、 金 博 



眠に かぎる ようじ や。 すなわち、 いよいよ 年齢 を とれ 

ば、 大量の 睡眠が 必要と なり、 すなわち 永遠の 眠りに 

つくと いう わけ じ や」 

「御 教訓、 ありがたい ことで ございます」 

老師 は 照れ かくしに、 つまらん 講義 を 始める。 

ナ， V 

「ところで、 この 酒 を 一杯 献 じょう。 これ はこの 地方 

ウォッカ じょうぞう 

で 申す 火酒の 一 種で あ つ て、 特別 醸造 になる もの、 す 

び み さかずき 

こぶる 美味 じ や。 飲む とき は、 銀製の 深い 盃 で 呑め 

といわれ ている。 ではなみ なみと ついで、 乾盃と いこ 

う」 

二つの 銀の 盃に、 その 火酒 はなみな みとつ がれた。 



盃の縁 は、 リ— ん といい 音 をた てて 鳴った。 

「チェ リオ！」 

「は あ、 ぺ スト！」 

金 博士 は、 変な 言葉で うけて、 盃の酒 を、 一息に 口 

の 中に 流し こんだ。 

そば 

老師 も盃を 傾けて 口の 傍に 持って いった。 しかし 師 

お- P ゆび 

は 酒 を 呑んだ わけで はない。 老師の 拇指が、 その 盃に 

とっき 

ついている 突起 をち よいと 押した。 すると、 盃の 底に 

穴が あいて、 酒 はこの 穴 を 通して 盃の 台の 中に ちょろ 

ちょろと 流れ込んで しまった。 とんだ 仕掛の ある イン 

チキ盃 だった。 



ぬつ と 出した。 

「叱 ッ。 ボ— ィが、 こっち を 向いて いる。 いやよ ろし 

い、 窓の 方 を 向いた。 ：•：. いや、 醬 どの、 うまくいつ 

どくしゅ ほ 

たよ。 あの 無類の 毒酒 を、 まんまと 三 杯 も 乾して し 

ちしりょう 

まった よ。 致死量の 十二 倍 は ある。 あと 十五 分で、 金 

博士の 死骸が 庭園に 転がる だろう から、 お前の 部下に 

手配 をして、 早い ところ 取片 づける ように」 

「そうです か。 あと 十五 分です か。 それ は 大成功 だ」 

「やれやれ、 醬 どのの ためと はいえ、 殺生な こと をし 

てし まった わい」 

王 老師 は、 ちょっと 後味の わるさに 不機嫌な 表情 を 



つくった。 

醬は、 もう 話 はすんだ と、 卓子の 下から 脱兎の よう 

に とびだす と、 部下の つめている 部屋へ とんで いって、 

金 博士の 死骸の 取片 づけ 方 を 命令した。 やれやれ これ 

で、 あの 恐る ベ き 金 博士 を 始末す る ， J と が 出来た か と 、 

しわ だいまん えつ 

醬買石 は、 鼻の 横に 深い 皺 をつ くって、 大 満悦で あつ 

た。 



4 



へ 逃げ こんで しまった。 それ こそ 余人なら ず 醤買石 

だった こと は、 今 ここに 改めて 申す まで もなかろう。 
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もはや 

「王 老師。 あんな 手ぬ るい ことで は、 最早 だめです ぞ」 

醬は、 老師に 詰めよ つてい る。 

老師 は 眉 を あげ、 卓子 を ど すん と 打った。 

「まあそう 焦せ るな。 あの 手 この 手と、 まだ やる こと 



王 老師に 案内され て、 醬は テレビジョン 室に 入った。 

こうあ つ へ ん あっき うな ま つ くら 

高圧 変圧器が う— んと 呻り、 室内が 真暗に なると、 ブ 

ほたる 

ラウ ン 管の 丸い お尻が 蛍 のように 光り だして、 やが 

て その上に、 貴賓 室 の 内部が ありあり とう つりだした。 

「ほら 見ろ。 何も 知らず、 金 博士の やつ、 今 入って き 

た わ」 

博士 は 入口の 扉 を あけて、 部屋の 中へ 入った。 そし 

て 扉の ハンドル を 押して、 扉 をし めた。 

とたんに、 高声 器から、 だ だ だだン と、 はげしい 機 

関 銃の 音が 聞え、 画面で 見て いると、 扉と 向いあった 

もうもう もうもう よう 

壁から 濠々 と 〔# 「濠々 と」 は ママ〕 煙が 出て 来た。 要す 



ほ in 

「おお 醬 どの。 ふしぎと いう 外ない。 しかし まだ あの 

しまつ どうぐ しつぼう 

部屋に は、 かずかずの 始末 道具が あるから、 まだ 失望 

する の は 早い」 

室内の 金 博士 は、 のつ そりと、 シャンデリアの 下に 

立った。 すると、 矢庭に その シャンデリアが どっと 音 

をた てて、 金 博士の 頭の 上に 落ちて きた。 金 博士の 

ずが いこつ ふんさい 

頭蓋骨 は 粉砕せられ、 こんど こそ 息の根が とま つたろ 

うと 思われた が、 あに はからん や、 粉砕した の はシャ 

ン デリア だけであった。 博士 は 相 変らず、 銅像の よう 

まんなか つった 

に 部屋の 真中に 突立って 居り、 そして、 首に かかった 

シャンデリアの 枠 を、 面倒く さそう に 外して 床の 上に 



「ほら、 腰 を かける ぞ」 

金 博士が その 安楽椅子の 上に 腰を下ろす のが 眺めら 

れた。 とたんに、 あ ー ら 不思議、 博士の 身体 はぶ ー ん 

うな しょう 

と 呻り を 生じて 空間 を 飛び、 大きな 音 をた てて 壁に 

ぶっかった。 

「ほら、 あれ を 見た か。 あれが、 叩きつ ける "椅子" 

なまみ 

じ や。 あれで は 硬い 壁に 叩きつ けられて、 生身の 人間 

は 一 たまり も あるまい。 可哀 そうに 死んだ か」 

「王 老師、 壁に 穴が あきまし たよ。 人 化の 形 をした 穴 

です」 

「问じ や I 



そういうと、 金 博士 は、 無造作に、 人造人間の 金 博 

士を ばらばらに 解体し、 それ を 例の 三 つ の トランクに 

収めた。 そして こんど はき ちんと した 旅装 をと とのえ 

トランク を かつぐ と、 莨 をぷ かぶかと ふかしながら、 

ゆうゆ-つ 

悠々 とこの 館 を ふらふらと 出て いってし まった ので 

あった。 
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